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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年3月12日(2015.3.12)

【公開番号】特開2012-159838(P2012-159838A)
【公開日】平成24年8月23日(2012.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-033
【出願番号】特願2012-9354(P2012-9354)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/16     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/16     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ５５０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月26日(2015.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非イオン性界面活性剤およびフッ素化界面活性剤を含み、
　前記非イオン性界面活性剤は、約０．０５重量％～約０．１５重量％の量で存在する、
可撓性転写部材。
【請求項２】
　第１の層および最終層を含む複数の可撓性層を含む、請求項１に記載の転写部材。
【請求項３】
　前記第１の可撓性層が前記非イオン性界面活性剤を含み、
　前記最終層が前記フッ素化界面活性剤を含む、請求項２に記載の転写部材。
【請求項４】
　前記フッ素化界面活性剤が、約０．００６重量％～約０．０６重量％の量で存在する、
請求項１～３のいずれか１項に記載の転写部材。
【請求項５】
　電気的特性を調節する材料をさらに含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の転写部
材。
【請求項６】
　前記材料がカーボンブラックを含む、請求項５に記載の転写部材。
【請求項７】
　外面が、少なくとも約７０°の水接触角；約１０7Ω／□～約１０13Ω／□の表面抵抗
率；またはその両方を含む、可撓性転写部材。
【請求項８】
　フッ素化界面活性剤を含み、
　前記フッ素化界面活性剤が、約０．００６重量％～約０．０６重量％の量で存在する、
請求項７に記載の転写部材。
【請求項９】
　非イオン性界面活性剤を含む、請求項７に記載の転写部材。
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